
 

 

 

 

｢生徒が輝く日本一の小規模校｣を目指して 
～自立した社会人としての基盤づくり～ 

 
 

                   今日２０日(金)で、第１学期前半が終了。いよいよ明日から夏

休みとなります。 

生徒にとって４月からの３ヶ月半の学校生活はどうだったでしょうか。完全燃焼した生徒、不完全燃焼だ

った生徒、充実していた生徒、いまいちの生徒等様々だと思います。それぞれに、夏休みに期するものがあ

ることでしょう。 

そんな生徒のみなさんに今年の夏休みに是非ともしてほしいことが１つあります。それは、「心を鍛える」

ことです。これは、何も滝に打たれたり、毎日１０キロ走ったりすることではありません。夏休み

の計画を立てて勉強等を実行するとき次のことを実践して欲しいのです。 

人間誰しも心の中に「遊びたいと思う自分」と、「遊んではいけないと思う

自分」がいます。こういう二人の自分との闘いを「葛藤(かっとう)」といいます。

この「葛藤」場面で自分に、『がんばれ』と声をかけることができる自分を育

てることです。このことは大人でもなかなか難しいことですが、何事に対し

ても一生懸命に全力で取り組むことのできる泉中の皆さんならできます。

もちろん、守れたときは自分を褒めてください。 

夏休み明け「心が鍛えられ一段と逞しくなった」生徒のみなさんとあえ

ることを楽しみにしています。 

 

 

  ６月２８日(金)から泉地区小

中一貫教育の一環で、本校の１・２年生が泉小学校のプールを使って水泳の

授業を行いました。 

本校のプールは故障で使用できません。そこで、小中一貫教育の相手校で

ある泉小学校のプールを３年前から使用して水泳の授業を行っています。予

定ではもう少し早くから使用する予定でしたが、水温が低く上記の時期とな

りました。                            プールサイド・フェンスが新しくなった小学校のプール 
 
                   

 ７月１１日(水)

第1学期ＰＴＡに先だって、厚生部(青木部長)主催の給食試食会

が１１名の保護者の参加をいただきランチルームで行われまし

た。 

準備から会食の様子の見学、及び試食をおこないました。当日

のメニューは「キーマカレー、ブロッコリーサラダ、ヨーグルト

和え、牛乳」。お母さん達が子供のころは出されていなかったナ

ン(インドや中近東で食べられるひょうたん型の平たいパン)をみて、時代の流れを感じていたようです。 

次回の試食会には、多くの方の参加をお待ちしています。 
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＊ 去る７月１１日(水)に行われた第１学期ＰＴＡにおける校長の話の原稿を掲載します。あくまで原稿で

すので、話したことそのものではありませんが、都合で参加できなかった方へのメーッセージとして受け

止めていただければ幸いです。 

 

本日はお忙しい中、夏休み前の第1学期ＰＴＡにご参加いただきまして誠にありがとうございます。 

泉小から異動して３か月。この間の生徒の活動を見ていて、大変嬉しく思いました。というのも、生徒は、

勉強に、運動に、そして今日の合唱コンクールなどの芸術分野にと、一生懸命取り組んでいるからです。生

徒は、大人を小さくしたものではありません。心の発達や体の発育に合わせながら一つ一つ「体験」をとお

しながら、人間としての知恵や生き方を学び、大人になっていく存在です。ですから、失敗をすることを含

め、多くのことを体験することが、大変重要になってきます。 

同時に、これは手間暇がかかるということです。言い換えるならば、大変なのです。そこで、手間暇をか

けず、温室の促成栽培のごとく大人にしようとする風潮が強くなってきました。これでは人間としての成長

は期待できません。結果、本当にとても多くの弊害が起きていることは、マスコミを通じて報道されている

とおりです。 

しかし、この泉中学校はちがいます。人間としての総合力を鍛える教育、つまり全人教育を以前から行い、

その伝統が脈々と受け継がれ実践されていることを、この３か月で改めて実感しました。大変嬉しく思って

います。 

また、泉地区小中一貫教育の第２スパンとなる新３年間がスタートしました。泉地区の強みである、「人の

温かさ、地域の絆」、この「泉の心」を根底とした心の教育を基盤とし、その上に「賢(かしこ)く・優(やさ)

しく・逞(たくま)しく」をスローガンとした「一人一人の学力を最大限に伸ばす小中一貫教育」の実践を目

指し着々と準備を進めています。 

例えば、夏休み前には「数学徹底マスター問題集」が、夏休み明けには、国語・音楽・体育のテキストも

製本完了となり、夏休み明けには実践段階に入る予定です。一人一人にあった学習の条件整備ができあがり

ます。 

さらに、１１月３日の｢ともなりまつり｣には、小中一貫教育の目玉である「総合的な学習の時間」の発表

を行います。３年目の今年は、自己の生き方を見つめて考えた市への提言を発信するなど、これまで以上に

中身を濃くしたものとなる予定です。昨年人気の「ファイブ・スリー」。今年はバージョンアップして再登場

の予定です。ご期待ください。 

薬に例えると、教育はじわじわ効く漢方薬と同じで、結果が出るまでには時間

がかかります。なお、劇的に効く薬は、副作用も大きく非常に危ういものがあり

ます。本校の教職員は日々真摯に教育活動に取り組んでおります。なにとぞ長い

目で見ていただけるよう、よろしくお願い申し上げます。 

以上で挨拶といたします。 


